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１．研  究  目  的  
 
目的：この発表では、社会福祉士受験資格取得のための指定科目である相談援助実習が学

生の共感性 （dispositional empathy）に与える影響について、四国の大学生を対象とした調

査結果が報告される。  
背景：効果的なソーシャルワーク実践のためには、援助者が十分な共感性を持つことが   
求められる（Gerdes & Segal, 2011）。困難を抱える人々を援助するソーシャルワーク専門職

にとって、目の前にいるクライエントの立場を理解し共感的態度で関わることは、援助    
される側の抵抗を軽減し、問題解決のための情報の開示を促す（Forrester, Kershaw, Moss, 
& Hughes, 2008; Forester, McCambridge, Waissbein, & Rollnick, 2008）。わが国では、対人援助

職に就くことを希望する学生群と一般企業志望の学生群の共感性を比較した研究（蕨岡 , 
2007）はあるが、ソーシャルワーク教育（相談援助実習）が学生の共感性にどのような影

響を与えるのかについての実証研究（佐藤, 2016）は一例しか存在しない。  
 
２．研究の視点および方法  
 
調査疑問・仮説：「ソーシャルワーク教育は、学生の共感性に影響を与える（高める）」と

いう仮説が検証された。  
調査対象：調査標本は、四国の大学に在籍する 15 人の学部生（3 年次）であり、女性が 12
人（80%）、男性は 3 人（20％）、平均年齢は 21.0 歳であった。実習配属先は、病院（1 人: 
6.7%）、救護施設（1 人: 6.7%）、児童福祉施設・機関（2 人: 13.3%）、高齢者施設（4 人: 26.7%）、

障害者支援施設（7 人: 46.7%）であった。  
調査手順：被験者には、実習開始直前、実習終了直後、実習終了後 1 か月後のフォロー    

アップ時に無記名回答の質問紙を配布した。  
測定用具：共感性を測る尺度：共感性の測定尺度として28項目からなるDavis （1983）の 

「対人的反応性指標 [Interpersonal Reactivity Index （IRI）] を採用し、7点リッカート法

にて回答を求めた。この尺度は、共感性の情動的及び認知的側面を多元的に測定するため

に開発されたものであり、「空想 （Fantasy）」、「共感的懸念 （Empathic 
Concern）」、「個人的苦悩 （Personal Distress）」、「視点取得 （Perspective 
Taking）」の四つの下位尺度から成り立っている。本研究では、日本語版に翻訳された

IRI （桜井, 1988）を若干の修正を加えて使用した。尚、下位尺度内において項目間の相

関が低い項目や負の相関のある項目（空想：2項目、共感的懸念：3項目、個人的苦悩：1
項目、視点取得：1項目）は、今回の分析から排除された。  
 
３．倫理的配慮  
 
 日本社会福祉学会の研究倫理指針に基づき、被験者には、本研究の目的、個人情報の保

護（被験者個々が特定されない分析方法の使用やデータの厳重な管理・保管等）、調査への

自発的参加について、実習指導時に口頭及び書面にて説明を行った。被験者は、同意書に

署名後、質問紙調査に回答した。  
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４．研  究  結  果  
  
相談援助実習（教育）が学生の共感性に与える効果：相談援助実習が学生（N = 15）の共

感性に与える影響を検討するために、反復測定分散分析（Repeated Measure of Analysis of 
Variance）を実施し、共感性の 4 つの下位尺度（「空想」、「共感的懸念」、「個人的苦悩」、「視

点取得」）の時間経過（実習前、実習直後、実習後 1 か月後）による平均値の差異の比較を

行った（表 1 を参照）。結果、「視点取得」の実習直前と実習直後の平均値に統計学的有意

差が認められた（F(2,28) = 4.58, p = 0.02）。  
 
表 1 共感性下位尺度の時間経過による平均値と標準偏差  

 平均値（標準偏差）  
共感性  実習直前  実習直後  実習後  

（1 か月後）  
  総数  

空想 4.71（1.07）  4.68（0.90）  4.85（0.94）  15 
共感的懸念  5.42（0.86）  5.53（0.81）  5.58（0.89）  15 
個人的苦悩  5.02（1.01）  4.91（1.03）  4.57（1.09）  15 
視点取得  4.36（0.89）  4.79（1.11） 4.72（1.00）  15 

 
考察：この調査結果が示しているのは、ソーシャルワーク教育（相談援助実習）が学生の

「視点取得」－他者の視点や見方を取り入れる能力や傾向－を高めたことを示唆している。

ただ、本研究は探索的なものであり、標本数が極めて少ないことが検出力に影響を与えた

と考えられる。また、下位尺度内において項目間の相関が低い項目や負の相関のある項目

を排除したことへの妥当性や、米国で開発された共感性尺度をそのまま日本の学生に使用

することへの妥当性や社会的望ましさの統制の問題、各被験者が実習中のどの場面に焦点

を当てるかによって実習直後の回答が影響を受ける可能性、また、ソーシャルワーク教育

の概念化妥当性等が結果に影響を及ぼしたと考えられる。  
従って将来的には、（a） 標本数を増やすこと、（b）各質問項目の妥当性を考慮すること、

（c）被験者が持つバイアス（肯定的に回答することへの恥じらい等）を考慮した質問項目

を検討すること、（d）質問紙に回答する時期を考慮すること、（e）ソーシャルワーク教育

を表す変数としての実習の妥当性等を検討した上で、学生の共感性の変化を分析する必要

があるであろう。  
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